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自殺防止対策で申し入れ
職場では精神的負担が増大している
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本部は９月17日、会社に対して『自殺対策に関する

申し入れ』を行いました。全国の自殺者は2009年度ま

で12年連続で３万人を超え、政府は自殺対策に取り組

む政府特命チームを作りました。自殺防止対策は社会

全体の課題として取り組まれています。事業主として

会社の責務・役割も重要なものといえます。ＪＲ東海

においても自殺者が後を絶たない状況であり、早急に

対策を講じる必要があります。本部は、１.具体的な防

止策を明らかにすること２.働く者に精神的負担のかか

らない職場環境づくりが重要な課題であり、会社の見

解を明らかにす

ること３. 政府

の自殺対策特命

チームがつくら

れたこを受け会

社としての具体

的取り組みを推

進する考えがあ

るのか明らかに

することの、３

項目の申し入し

てきました。

精神疾患の休職者も増加




